
ヌ
ク
ー
ーネ
ア

れ
雌
き
を
忠
ひ
、
官
屋
長
額
の
庇
踏
を
得
て
経
後
に

逃
走
し
た
。
型
十
年
五
月
上
杉
景
勝
の
部
将
越
申
魚
、

話
城
に
掛
り
、
信
長
は
柴
悶
勝
家
以
下
の
諾
将
を
し

て
之
を
討
た
し
め
た
が
、
こ
の
時
針
路
は
越
後
に
在

っ
て
、
奴
勝
の
お
に
能
回
R
を
縫
低

L
、
忠
功
を
致
さ

ん
こ
と
を
宍
う
た
。
景
勝
は
芯
を
奥
へ
て
之
を
搬
闘

し
、
事
若
し
成
ら
ぱ
本
領
に
安
堵
せ
し
め
ん
こ
と
を

約
し
た
け
れ
ど
も
、
迭
に
そ
れ
を
良
行
し
た
こ
と
は

見
え
ぬ
。
然
る
に
六
且
二
日
信
長
は
明
智
光
秀
の
お

に
密
せ
ら
れ
た
の
で
、
mM
除
年
こ
の
艇
に
来
じ
て
能

町
宮
を
復
せ
ん
と
し
、
七
且
越
巾
市
立
良
舗
に
上
陸
L
、

石
励
山
に
入
っ
て
衆
徒
と
践
を
滋

L
、
涜
山
に
鎖
倒

を
俗
へ
て
之
に
出
掛
っ
た
。
七
尾
に
在
っ
た
前
悶
利
家

は
乃
ち
尾
山
城
の
佐
久
間
隙
政
に
援
を
求
め
、
脱
政

は
荒
山
を
攻
開
閉
し
た
宮
、
民
際
は
吉
川
五
右
衛
門
の

錫
に
、
長
時
間
は
期
間
新
右
衛
門
の
鎚
に
殺
さ
れ
た
。

ヌ
ヲ
ヰ
カ
ゲ
ツ
グ

温
井
来
線
辺
都
抗
郎
左
衛

門
。
築
年
三
月
七
日
付
栗
腕
陪
文
告
に
見
え
る
。

ヌ
ヲ
ヰ
h
F
カ
ム
ネ

混
井
孝
宗

辺
抑
制
兵
隊
助
、

後
納
中
守
。
俊
宗
の
嫡
男
。
そ
の
名
は
永
一
正
頃
か
ら

見
え
、手
品
開
四
年
加
賀
に
入
っ
て
大
一
伎
を
助
け
、十

一
且
二
日
小

一
授
に
磁
ら
れ
て
戦
死
し
た
。
法
奴
大

部
相
芸
防
士
。
天
文
十
六
年
十
七
回
忌
民
に
そ
の
子

総
点
が
、
臥
表
部
輪
島
崎
製
光
寺
に
取
前
寺
彰
叔
を

招
じ
て
法
曾
を
管
ん
だ
こ
と
は
銭
殿
簡
に
見
え
る
。

輪
島
需
品
川
版
制
祉
に
は
大
永
四
年
の
学
宗
の
純
札
が
あ

っ
た
と
い
ふ。

ヌ
ク
ヰ
ツ
グ
ム
ネ

溜
弁
績
宗

迎
務
兵
隊
助
。

総
点
の
術
男
。
天
文
サ
二
年
十
二
且
遊
佐
約
光
容
が

加
賀
の
一

向

一
授
を
率
ゐ
て
能
管
に
侵
入
し
た
時
、

鋭
宗
は
父
と
共
に
奮
践
し
て
之
を
破
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
残
年
に
就
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

ヌ
タ
井
ト
シ
ム
ネ

湿
井
俊
宗

沼
抑
制
備
中
守
。

品
山
氏
の
家
院
で
、
従
徳
か
ら
文
総
頃
に
亙
る
。
そ

の
藤
原
俊
宗
と
記
し
た
明
郎
二
年
九
且
の
御
礼
は
、

国
禁
制
別
所
谷
の
八
附
祉
に
縦
せ
ら
れ
る
。

ヌ
ク
ヰ
フ
サ
ザ
ダ

温

弁

総
貞

品
山
部
拙
総
の
代

に
於
け
る
家
隠
槌
升
氏
の
統
領
は
、
永
疋
以
降
川
畑
中

守
孝
宗
で
、
卒
除
四
年
十

一
月
学
宗
の
時
間
目
し
た
後

は
、
そ
の
術
男
総
点
が
裂
い
だ
。
総
点
初
の
名
は
兵

師
助
、
天
文
十
五
年
頃
か
ら
的
中
守
に
改
め
、
二
十

年
に
主
り
て
附
申
入
道
紹
容
と
脱
す
る
。
仰
に
紹
容

の
簡
を
円
以
日
間
と
併
へ
る
は
限
で
あ
る
。
そ
の
』
u
-
一年

遊
佐
鍛
泥
と
の
容
に
腕
っ
て
か
ら
漸
〈
縦
訟
の
芯
を

生
じ
、
弘
治
二
年
長
約
挫
の
路
に
飯
川
肥
前
守
義
宗

の
邸
に
招
か
れ
て
純
殺
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
越
呂
田
賀

三
州
芯
に
記
縦
す
る
所
の
如
〈
で
あ
ら
う
。

ヌ
hγ
ヰ
ミ
ツ
ム
ネ
温
井
光
宗

泌
制
下
総
守
。

什
最
年
初
月

H
一
一
一
日
付
築
制
庖
，加
入
訟
に
見
え
る
。

ヌ
ケ
ド
ジ

抜
土
地

内
ヶ
ド
ゥ
以
南
術
小
聞
の

内
の
小
字
。

ヌ
シ

塗
師

司
と
し
て
家
具
・撚
共
に
接
訴
そ
脳

す
も
の
で
、
鞠
腕
は
之
に
臨
し
な
い
。
こ
の
蕊
の
工

人
は
、
取
梁
の
相
質
上
そ
の
名
そ
併
へ
る
も
の
が
殆

ど
無
い
。
加
質
問怖
で
は
、
流
永
の
頃
茜
兵
術
と
い
ふ

者
が
江
戸
か
ら
来
た
こ
と
が
あ
り
、
迩
か
後
文
化

・

文
政
頃
に
挨
附
兵
衛

・
村
越
某
と
い
ふ
良
工
が
あ
っ

た
と
言
は
九
、
語
末
に
牧
太
四
郎
・際
栢
喜
右
衛
門
・

米
永
太
兵
衛
・取
屋
伊
兵
衛
・永
井
県
三
兵
衛
等
の
名

が
附
加
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

ヌ
シ
マ
ツ
リ

塗
師
祭

凶
京
都
輪
島
の
鼠
政
制

枇
で
、
今
大
且
三
十
日

・
七
H
A
則
自
に
執
行
す
る
部
品

mで
あ
る
。
訟
附
梁
者
が
制
限
感
謝
の
銘
に
す
る
も

の
で
、
数
十
基
の
切
開
加
が
訓
剖
(
に
供
務
す
る
。

ヌ
シ
ヤ
マ
ツ
リ

塗
師
屋
祭

江
泊
郡
山
中
温
泉

な
る
東
山
諮
問
地
に
航
空
蹴
常
一
腕
の
前
が
あ
る
。
俗

年
五
且
及
び
十
一
月
の

十
三
日
に
漆
工
等
之
そ
記

旬
、
援
刷
屋
山
即
日
と
抑
制
す
る
。

ヌ
ノ
イ
チ

布
市

i
ノ
ノ
イ
チ
川
町
々
市
。

ヌ
ノ
イ
チ
ジ
ヨ
ウ

布
市
城

石
川
紺
野
々
市
に

在
っ
た
も
と
の
抑
制
健
氏
仙
批
令
市
市
城
と
お
い
た

も
の
も
あ
る
。
北
限
七
同
志
に
、
天
正
入
年
間
三
且

九
日

『
柴
山
修
理
話
勝
家
駅
域
越
前
よ
り
加
州
へ
乱

入
、
能
川・
手
取
川
を
打
帥
曲
、
ぇ
、
{
呂
腰
に
帥
取
り
所
々

に
政
火

L
、
布
市
城
に
航
泊
る
一
民
等
悉
く
趨
遂

ふ。
』
と
い
ふ
如
き
は
是
で
あ
る
。

ヌ
ノ
ウ
ラ

布
浦

珠
洲
郡
木
郎
郷
に
岡
山
す
る
都

世
間
。
能
穀
名
跡
芯
に
、
『
校
披
よ
り
布
捕
へ
十
四
町
、

六
ヶ
所
に
別
れ
て
あ
る
村
也
。
』
と
あ
る
。

ヌ
ノ
ガ
hm
キ

布
ヶ
海
江
泊
部
長
砂
そ
去
る
東

南
六
粁
の
山
巾
に
在
っ
て
、
商
協
が
あ
る
。
そ
の
級

制
は
大
山
明
寺
川
の
慌
で
お
さ
二

O
米
。
雌
時
前
は
児
山

か
ら
殺
し
大
担
一寺
川
に
注
ぐ
も
の
で
前
さ
一

O
米
。

ヌ
ノ
ガ
h
F
キ

布
ヶ
議

・能
業
都
下
野
に
在
る
。

直
下
三
O
米
、
幅
一
米
除
。

ヌ
ノ
コ

布
子

滞
政
の
頃
、
下
郎
の
衣
服
で
、

今
の
木
納
納
入
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
去
辺
守
布

に
し
、
そ
の
巾
に
芥
花
そ
入
れ
て
冬
季
に
活
用
し
た
。

ヌ
ノ
ハ
シ

布
橋
維
業
部
阿
梅
郷
に
関
す
る
部

訴。
ヌ
ノ
ピ
キ
ダ
キ

布

引

灘

能
楽
部
白
山
の
赤
谷

の
流
が
柳
谷
川
に
合
す
る
地
跡
に
誼
〈
、
高
さ
一
一
一

米
で
あ
る
。
地
例
白
山
側
析
に
布
引
制
と
記
し
て
あ

る
の
は
不
動
制
で
、
閥
抗
と
あ
る
の
は
赤
谷
で
あ
る
。

布
引
制
は
制
旬
以
例
制
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
位
記

が
な
い
。

白
山
遊
訂
正
に
は
布
穆
と
し
て
ゐ
る
。

ヌ
ノ
マ
ツ
リ
布
祭

臨
烏
郡
能
育
部
下
能
膏
比

峰
神
社
で
、
今
八
月
什
一

日
に
執
行
す
る
能
篭
上
布

製
造
者
の
謝
花
祭
そ
布
祭
と
解
す
る
。
昭
和
四
年
か

六
四
六

ら
初
め
た
も
の
で
あ
る
。

ヌ
ノ
メ
ヨ

y
z
モ
ン

布
目
奥
=一
右
衛
門

も
と

悦
ロ
土
佐
守
に
仕
へ
、
寛
永
十

一
年
前
附
利
治
に

m

mし
て
徹
三
百
石
を
受
け
、
十
六
年
間
位
。
子
孫
梢
織

い
で
滞
に
仕
へ
る
。

ヌ
ノ
ユ
カ
hz

布
ゆ
か
た

一
問
。
金
剛
仰
の
例
入

百
花
堂
文
志
話
。
正
徳
二
年
九
且
金
持
三
筒
屋
抗
郎

兵
衛
板
。
こ
の
年
夏
勾
昼
は
山
中
抽
出
来
に
赴
い
た
が
、

門
人
文
芯
等
は
そ
の
上
場
を
説
す
る
錦
、
留
守
中
に

倣
仙
を
興
行
し
た
。
そ
の
附
合
と
、
勾
症
が
抽
出
て
諸

凶
か
ら
鈍
め
て
む
い
た
投
句
と
そ
併
せ
て
、
こ
の
一

編
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
芯
は
印
ち
三
郎
原
五

郎
兵
衛
で
あ
り
、
そ
の
序
文
中
に
は
句
径
の
柳
陰
軒

の
形
勢
が
可
な
り
詳
L
〈
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ヌ
マ
ダ
シ
ョ
ウ

沼
田
鹿

限
山
酬
寺
雑
堺
杷
天
Mm

七
年
の
文
部
に
加
賀
凶
泊
旧
前
が
あ
る
が
、
所
在
は

明
ら
か
で
な
い
。
泊
削
は
治
聞
の
税
か
も
知
れ
ぬ
。

ヌ
マ
ダ
マ
チ

沼
田
町

金
期
の
川
名
。
も
と
石

川
郡
市
抗
野
の
地
内
で
あ
る
。
名
義
は
元
来
泊
地
で
あ

っ
た
に
図
る
の
だ
ら
う
。

不

ネ
ア
ガ
リ

世間。

根
上

能
楽
部
板
訟
郷
に
臨
す
る
部

ネ
ア
ガ
リ
マ
ツ

根
よ
松

金
線
粂
六
倒
な
る
千

u
ば
お
の
中
央
に
在
る
。
前
出
荷
携
の
稚
帆
献
を
殺
ゑ
た

も
の
と
い
ふ
。
樹
高
一

一
一米
、
大
小
二
坑
木
の
樹
棋

が
地
を
銀
〈
こ
と
一
米
八
に
怒
し
、
そ
の
最
も
太
い

も
の
は
周
悶
九

O
樫
を
測
る
。

ネ
ア
ガ
リ
マ
ツ

根
上
松

源
平
時
間
袋
飽
器
、
永


